
第２次千葉県青少年総合プラン　平成27年度事業評価シート

私立高等学校等授業料減免事業・私立高等学校入学金軽減事業

総務部学事課私学振興班 問合せ先（電話番号）

１　事業の概要

Ⅱ困難を抱える子ども・若者の支援・被害防止・保護

３　困難な状況ごとの支援

６子どもの貧困問題への対応と経済的支援

当初予算額（千円） 26年度 27年度 28年度

決算額（千円） 26年度 27年度 28年度

県単(○) 県単(○) 県単(○)

○ ○

２　事業実績・評価等

（1）事業の実施結果

（2）事業の成果

３　事業の課題・問題点、今後の方向性等

４　委員意見

59

809,700

・授業料減免事業として、64校に対して、12､842人の授業料減免に係る経費を補助した。
・入学金軽減事業として、51校に対して、1,883人の入学金軽減事業に係る経費を補助した。

・経済的な理由から授業料等の納付が困難な状況にある保護者の負担を軽減し、生徒の修学の促進を図った。

961,796

2155

・今後も引き続き、経済的な理由から授業料等の納付が困難な状況にある保護者の負担を軽減し、生徒の修学
の促進を図っていく。

計画番号

事業名

担当課・室・班名

柱

（一部国庫）１８０ （一部国庫）５０

事業内容

財源内訳

基本目標

基本方策

経済的な理由から授業料等の納付が困難な状況にある保護者の負担を軽減し，生徒の修
学促進を図るため，県内の私立高等学校等が行う授業料減免，入学金軽減事業に対して
補助する。

904,400

908,148

768,000



第２次千葉県青少年総合プラン　平成27年度事業評価シート

問合せ先（電話番号）

１　事業の概要

当初予算額（千円） 26年度 27年度 28年度

決算額（千円） 26年度 27年度 28年度

県単(○) 県単(○) 県単(○)

２　事業実績・評価等

（1）事業の実施結果

（2）事業の成果

３　事業の課題・問題点、今後の方向性等

４　委員意見

計画番号 60

事業名 生活福祉資金貸付事業(教育支援資金）

担当課・室・班名 健康福祉指導課　自立支援班 2309

75,609 598,798

柱 Ⅱ　困難を抱える子ども・若者の支援・被害防止・保護

基本目標 ３　困難な状況ごとの支援

基本方策 ６　子どもの貧困問題・経済的支援

事業内容
低所得世帯に属する者が高等学校、大学又は高等専門学校に修学するために必要な経
費の貸付を行う。

75,609 63,447 62,219

・今後も生活困窮世帯の子どもが経済的理由により教育の機会を失うことのないよう支援していく必要があるた
め、引き続き生活福祉資金（教育支援資金）貸付事業に必要な経費について、千葉県社会福祉協議会に対して
補助する。

財源内訳
国庫補助金
基金

国庫補助金 国庫補助金

・生活福祉資金（教育支援資金）の貸付事業に必要な貸付原資及び事務費について、千葉県社会福祉協議会に
対して補助金を交付した。

・８０９件、５５５，４２０千円の教育支援資金の貸付を行うことにより、生活困窮世帯の子どもの高等学校、大学等
への就学を支援した。



第２次千葉県青少年総合プラン　平成27年度事業評価シート

子ども医療費助成事業

児童家庭課　母子保健班 問合せ先（電話番号）

１　事業の概要

Ⅱ困難を抱える子ども・若者の支援・被害防止・保護

３　困難な状況ごとの支援

６　子どもの貧困問題・経済的支援

当初予算額（千円） 26年度 27年度 28年度

決算額（千円） 26年度 27年度 28年度

県単(○) 県単(○) 県単(○)

○ ○ ○

２　事業実績・評価等

（1）事業の実施結果

・市町村が実施する子ども医療費助成事業に対し補助した。

　　対象：入院　中学校3年生まで　　通院　小学校3年生まで

　　延べ補助件数：7,420,617件

（2）事業の成果

・子どもの保健対策の充実及び保護者の経済的負担の軽減を図った。

３　事業の課題・問題点、今後の方向性等

・引き続き実施していく

４　委員意見

基本方策

61計画番号

事業名

担当課・室・班名

柱

基本目標

2329

事業内容

財源内訳

子どもの保健対策の充実及び保護者の経済的負担の軽減及び子育て支援の観点から、
子どもの医療費について、市町村が助成を行う子ども医療費助成事業に要する経費に対
して補助する。

6,700,000 6,700,0006,700,000

5,854,945 5,910,248



第２次千葉県青少年総合プラン　平成27年度事業評価シート

千葉県奨学資金貸付事業

財務施設課予算調整室育英班 問合せ先（電話番号）

１　事業の概要

Ⅱ　困難を抱える子ども・若者の支援・被害防止・保護

３　困難な状況ごとの支援

６　子どもの貧困問題への対応と経済的支援

経済的理由により修学が困難な高等学校等の入学者・在学者に対し、学資を貸し付ける。

当初予算額（千円） 26年度 27年度 28年度

決算額（千円） 26年度 27年度 28年度

県単(○) 県単(○) 県単(○)

○ ○ ○

２　事業実績・評価等

（1）事業の実施結果

・各年度につき、申請のあった者に対し審査を行い、貸付決定者に対し奨学資金を貸し付けた。

（2）事業の成果

・平成26年度　貸付者計2,135名

・平成27年度　貸付者計1,897名

・平成28年度　貸付予定者約2,000名

３　事業の課題・問題点、今後の方向性等

・卒業後、返還金を滞納するケースがあり、収入未済額が増加傾向にある。

・卒業後の返還義務についてさらに周知徹底するとともに、滞納者への督促を強化する。

４　委員意見

基本方策

事業内容

財源内訳

1,431,991 1,063,078

計画番号

970,410

659,173 589,341

4027

事業名

担当課・室・班名

柱

基本目標

62


